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　国民健康保険制度は、病気やけがをしたときに安心
して医療機関を受診できるよう、被保険者が納付した
国民健康保険税（以下「国保税」）を財源の一つとして、
保険給付費を賄う相互扶助の制度で、平成30年度から
は県と市町村が一体となって運営しています。
　本市の国保税は、平成28年度から６年間、国民健康保
険財政調整基金を活用して、毎年税率を引き下げ、被保
険者の負担軽減を図ってきました。
　しかし、被保険者の高齢化や医療の高度化により１
人当たりの医療費の増加が進む一方、財源を支える被
保険者数は急激に減少する見込み のため、現行
税率では、今後の安定的な財政運営が厳しい状況とな
ることから、令和５年度の税率を改正します。

■

■

国保税等の課税に関すること▶総務部税務課（国民健康保険税係）☎ 0220（22）2163
　　　　　　国民健康保険制度に関すること▶市民生活部国保年金課（保険給付係）☎ 0220（58）2166
　　　　　　後期高齢者医療制度に関すること▶宮城県後期高齢者医療広域連合☎ 022（266）1021

■

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の

価
格
高
騰
に
よ
る
市
民
へ
の
生
活

支
援
、市
内
経
済
を
活
性
化
す
る

た
め
、「
登
米
市
と
め
地
域
応
援
商

品
券
」を
配
布
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
５
千
円
分

（
地
元
券
４
千
円
、共
通
券
千
円
）

６
月
１
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
の
あ
る
人

７
月
下
旬
〜
８
月
末

※
世
帯
主
あ
て
に
、世
帯
分
を
ま

と
め
て
、ゆ
う
パ
ッ
ク
で
配
達
し

ま
す

※
不
在
に
よ
り
受
け
取
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、投
か
ん
さ
れ
た
不
在

票
か
ら
再
配
達
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。再
配
達
の
手
続
き
を

せ
ず
に
一
定
期
間
を
経
過
す
る
と

市
に
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い

９
月
１
日

（
金
）〜
12
月
31
日（
日
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

行
政
相
談
委
員
は
、国
の
仕
事

を
は
じ
め
、独
立
行
政
法
人
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
付
け
、住
民

と
役
所
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解

決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

◉
　

令
和
５
年
度
か
ら
、片
岡
哲て

つ

郎ろ
う

さ
ん（
登
米
町
）、遠
藤
よ
り
子こ

さ

ん（
豊
里
町
）が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

▼
退
任
さ
れ
た
高
橋
眞し

ん

一い
ち

さ
ん

（
登
米
町
）、志
賀
裕ゆ

う

子こ

さ
ん（
豊
里

町
）に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
▼
行
政
相
談
業

務
に
特
に
尽
力
し
た
と
し
て
、佐

藤
裕ゆ

う

孝こ
う

さ
ん（
東
和
町
）、佐
藤
正ま

さ

満み
つ

さ
ん（
中
田
町
）、佐
々
木
孝た

か

夫お

さ
ん（
石
越
町
）に
東
北
管
区
行
政

評
価
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た

◉
　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。定
期
相
談
所
の
開
催
日

時
、場
所
な
ど
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、各
総
合

支
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

廃
棄
さ
れ
る
ろ
う
そ
く
を
使
っ

た
リ
メ
イ
ク
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体

験
を
通
し
て
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
身
近
な
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。親
子
で

の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
５
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

豊
里
公
民
館（
研
修
室
）

市
内
在
住
の
小
学
１
年

生
以
上
の
人

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体

験

千
葉
智ち

恵え

氏（
宮
城
県
環

境
教
育
リ
ー
ダ
ー
・
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
）

15
人
程
度

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い

８
月
３
日（
木
）市

民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

　

登
米
市
管
内
に
お
け
る
災
害
、

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る「
消
防
情
報
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
」の
電
話
番
号
が
、７
月

１
日
か
ら
新
し
い
番
号
に
変
わ
り

ま
し
た
。

☎
０
５
０（
５
５
３
６
）７
０
６
１

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担
で
す

※
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
用
の
電

話
番
号
で
す
。災
害
情
報
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
は
、消
防
情
報
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い

消
防
本
部
指
令
課

（
指
令
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
９

見　本

見　本

■
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■
　リハビリテーション（以下「リハビリ」）室は、脳血管
疾患、整形疾患、呼吸器疾患、内科疾患、外科術前術後、
緩和ケアなど、さまざまな疾患や障がいがある人に対
して、個別性の高い幅広いリハビリを展開しています。
　リハビリを担う専門職は理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士の３職種があります。理学療法士は主に基本
的動作（寝返り、起き上がり、座位、立ち上がり、歩行な
ど）能力の回復を図るため、運動療法や医療機器を使っ
たさまざまなリハビリをします。作業療法士は、その人
の生活にとって意味のある作業や活動を使って、より
生活に密接したリハビリをします。言語聴覚士は嚥

えん

下
げ

（飲み込み）機能、高次脳（記憶力、注意力など）機能、コ
ミュニケーション能力に対してリハビリします。それ
ぞれの専門性を生かしつつ、各専門職が連携しながら
リハビリ業務をしています。また、市立病院間の連携も
重要です。市民病院では急性期と回復期のリハビリ、米
谷病院、豊里病院では主に維持期のリハビリを担当し
ています。それぞれの役割を明確化し、連携を密にする
ことにより、市民が安心してリハビリに専念できるよ
うに取り組んでいます。

　

市
民
病
院
で
は
、８
月
の「
栄

養
の
日（
４
日
）・
栄
養
週
間（
１

〜
７
日
）」に
合
わ
せ
て
、体
組

成
測
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は「
水
分
、た
ん

ぱ
く
質
、脂
質
、ミ
ネ
ラ
ル
」な

ど
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。体

組
成
測
定
は
、筋
肉
量
や
体
脂

肪
量
、体
の
水
分
量
、細
胞
膜
の

強
さ
、基
礎
代
謝
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。管
理
栄
養

士
を
は
じ
め
理
学
療
法
士
に
よ

る
握
力
測
定
や
健
康
に
関
す
る

ミ
ニ
ア
ド
バ
イ
ス
を
予
定
し
て

い
ま
す
。８

月
２
日（
水
）〜
４
日

（
金
）／
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

登
米
市
民
病
院（
南
館

２
階
会
議
室
）

無
料

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し

て
い
る
人
は
測
定
で
き
ま
せ
ん

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

市

民
病
院
栄
養
管
理
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

■

■

◉
　

20
歳
を
迎
え
る
人
た
ち
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長
と
社
会
人
と
し

て
の
門
出
を
祝
し
、登
米
市
二
十

歳
の
集
い（
旧
成
人
式
）を
開
催
し

ま
す
。

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

午
後
１
時（
受
付
＝
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
➊
市
内
の
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
➋
令
和
５
年
９
月

１
日
現
在
で
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
➌
前
記
以
外
で
登
米
市
二
十

歳
の
集
い
に
出
席
を
希
望
す
る
人

（
要
申
込
）

※
市
内
の
小
学
校
を
卒
業
以
降
、

進
学
な
ど
の
理
由
で
現
在
市
内
に

住
所
が
な
い
人
は
➌
に
該
当
し
ま

す
の
で
、出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
必
ず
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
対
象
者
に
は
、11
月
頃
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。当
日
は
、案
内

状
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、案
内
状
が
12
月
上
旬
ま
で

に
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

◉
　

対
象
者
で
、二
十
歳
の
集
い
の

企
画
・
運
営
に
協
力
す
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。活
動
は
月
１

回
程
度
で
す
。実
行
委
員
と
し
て

活
動
い
た
だ
け
る
人
は
、電
話
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

８
月
25
日（
金
）教

育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

死syogaigakusyu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

◉
　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療
施設、介護医療院などで、長期入所・短期入所のサービス
を利用する際の食費と居住費を軽減する制度です。

市町村民税非課税世帯（別世帯に配偶者がいる
場合は、配偶者も非課税）で、 の条件いずれか一つ
を満たす人
◉
　社会福祉法人などで提供している通所介護、訪問介護、
短期入所生活介護、認知症対応型通所介護（予防含む）、地
域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護福祉施
設サービスを利用する際の食費や居住費などの自己負担
額の４分の１を軽減する制度です。
※状況や内容によっては軽減されないものもあります　

の条件を全て満たす人
◉
　各制度を利用するためには、申請が必要です。なお、７
月31日までの認定証を持っている場合は更新手続きが必
要となります。マイナポータル（ぴったりサービス）での
電子申請も可能です。

福祉事務所長寿介護課、各総合支所市民課
※詳しくは、市公式ホームページを確認するか、問い合わせ
ください

福祉事務所長寿介護課（介護給付係）
☎ 0220（58）5551



0809 2023.8

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
い
支
え

合
え
る
よ
う
に
応
援
す
る「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
23
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

中
田
保
健
福
祉
会
館（
研

修
室
）

20
人（
先
着
順
）

８
月
21
日（
月
）

◉

☎

◉

☎

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊌

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

■

　

　

高
齢
に
な
る
と
口
の
機
能
が
衰

え
た
り
、食
欲
が
落
ち
た
り
し
て
、

体
に
必
要
な
栄
養
が
不
足
し
、筋

肉
量
の
減
少
や
免
疫
力
の
低
下
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
の
変
化
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。低
栄
養

を
防
ぐ
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。大
切
な

ポ
イ
ン
ト
は「
た
く
さ
ん
食
べ
る
」

で
は
な
く「
ま
ん
べ
ん
な
く
食
べ

る
」こ
と
で
す
。肉
、魚
、卵
、牛
乳
、

大
豆
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く

含
む
主
菜
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る

主
食（
ご
は
ん
、パ
ン
、め
ん
類
な

ど
）、そ
し
て
緑
黄
色
野
菜
や
海
藻

な
ど
の
食
べ
物
を
ま
ん
べ
ん
な
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。特
に
た
ん
ぱ
く

質
は
筋
力
維
持
の
も
と
に
な
る
の

で
、毎
食
食
べ
て
、低
栄
養
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、活
動
的
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
　
「
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
」

「
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
」な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
く
だ
さ

い
。総
合
診
療
医
が
応
じ
ま
す
。

８
月
16
日（
水
）午
前
10
時

市
役
所
南
方
庁
舎

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

㊐
☎ ☎

㊎
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

中
田
・
石
越
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、病
気
の
治
療
や
回
復
の

過
程
、依
存
症
に
よ
る
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
教
室
、本

人
や
家
族
を
対
象
に
し
た
個
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
２
日（
水
）／
家
族
教

室
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個

別
相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
７
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士
・
公

認
心
理
師

◉
　

D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
、離
婚
、虐

待
、パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、家
庭

の
問
題
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

育
て
な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
16
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ

仙
台
女
性
相
談
員

８
月
15
日（
火
）午
後

３
時

※
匿
名
可
、託
児
不
可

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。一
人

で
悩
ま
ず
、心
配
な
こ
と
、不
安
な

こ
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

８
月
22
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、体
を

動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
・
ス
ト

レ
ッ
チ

８
月
30
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

米
谷
公
民
館

米
谷

こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
１
０
１

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。パ
パ
の
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
の
経
過
・
妊
娠
中
の

過
ご
し
方
、出
産
の
経
過
、お
産
の

仕
組
み
、呼
吸
法
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

ガ
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
に
つ
い

て

８
月
31
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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園児たちは、放流後に元気に水の中を泳ぎ出したヤマメの稚魚
を見て目を輝かせていました。

　「ヤマメの稚魚の放流」は６月６日、登米水辺プラザ
船着場で開かれ、登米北上こども園と登米幼稚園の園
児36人が約２千匹のヤマメの稚魚を北上川に放流しま
した。
　稚魚の放流事業は、1988（昭和63）年から始まり、今年
で34回目。北上川の豊かな自然環境と水資源を受け継
ぎ、次代を担うこどもたちに水の大切さを伝えるため、
水道週間行事の一環として実施しています。参加した
園児たちは、バケツに入った３から５㌢ほどの大きさ
の稚魚を川へ続くスライダーへ放流し、「大きくなあ
れ」とヤマメの成長を願いながら送り出しました。

これから出水期を迎えることもあり、団員一同は真剣な表情で
訓練に取り組んでいました。

　「登米市水防訓練」は６月３日、迫川防災ステーショ
ンで開かれ、市内各町域の支団から消防団員約90人が
参加し、水害に備えました。
　訓練は、団員の士気高揚、水防技術の向上と体制強化
が目的。袋に砂を詰めて土のうを作る「準備工法」、堤防
の越水を防ぐ「積み土のう工法」、堤防の崩壊と透水を
防ぐ「シート張り工法」と堤防からの漏水拡大を防ぐ
「月の輪工法」に取り組み、技術を磨きました。参加した
登米支団の佐々木守

もり

夫
お

さん（63）は「大雨などで水害の
危険があるときは、川に近づかないようにして早めに
避難することが大切」と市民に注意を呼びかけました。

選手たちは日頃の練習で身に付けた力と技を競い合い、観客か
らは大きな歓声と拍手が上がりました。

　「時津風部屋相撲大会」（同実行委員会主催、浅田大
だい

実
行委員長）は６月４日、米山相撲場で開かれ、市内外の
未就学児から中学生までの約50人が出場し、熱戦を繰
り広げました。
　相撲大会は、時津風部屋に米山町出身者が所属して
いることなどの縁を契機に開催。時津風親方と幕下の
大畑が来場し、こどもたちと交流するなど、会場を沸か
せました。小学生低学年の部で第３位になった千葉匡

きょう

真
ま

さん（７）＝南方町北本郷＝は「予選は勝ててうれし
かったけど、準決勝で負けて悔しかった。もっと練習し
て次は優勝したいです」と成長を誓いました。

開放的な田園風景の中を自然を満喫しながら歩く参加者たち。
終始朗らかにゴールを目指しました。

　韓国済
チェ ジ ュ

州島発祥のウオーキング「オルレ」を楽しむた
め、６月12日に、韓国からのツアー客など17人が「宮城
オルレ登米コース」を訪れました。
　宮城県内に４つあるオルレコースを全て巡るツアー
で来日したオルレ愛好者の皆さん。登米市では市内外
からの一般参加者９人と共に、豊里公民館から平筒沼
ふれあい公園までの約11㌔のコースを歩き、心地よい
汗を流しました。宮城オルレアドバイザーの李

り

唯
ゆ

美
み

さ
んは「登米コースの広大な田園や自然豊かな景色は地
元韓国と少し似ていて、ふるさとのような懐かしさを
感じました」と話していました。

佐沼高英語部の活動に参加し、福笑いを楽しむサウスレイク市
青少年訪問団のメンバー。

　本市の姉妹都市、米国テキサス州サウスレイク市か
ら青少年訪問団４人が訪れ、５月30日から６月５日ま
での７日間、市民と親睦を深めました。
　訪問団は、教育資料館の見学など、本市の歴史や日本
文化に触れました。佐沼高校では、授業や部活動に参加
し、文化の違いを話し合うなどして生徒たちと交流。ア
リソン・ベッドウェルさん（16）とケイト・ポンゾさん
（16）は「初めは友好的に交流できるか不安がありまし
たが、みんな親切に明るく接してくれたので、素晴らし
い時間を過ごし、貴重な体験をすることができました」
と笑顔で話しました。

出血や骨折の際の応急処置を教わる参加者。技術や知識を身に
付けようと、質問や意見が飛び交いました。

　「女性のための防災講習会」（上沼コミュニティ運営
協議会主催、佐藤信

のぶ

男
お

会長）は６月10日、上沼ふれあい
センターで開かれ、住民など約50人が参加しました。
　講習会は、避難所簡易テントやエアベッドの組み立
てと、応急処置の実践講習を実施。また、災害時に女性
や高齢者などが直面する問題について触れ、参加者は
さまざまな視点から防災対応力を高めておくことの大
切さを学びました。及川真

ま

希
き

さん（39）＝中田町上沼新
田＝は「簡易テントの設置などは初めて体験しました。
幅広い年代が参加していて、地域のつながりを作る良
い機会になりました」と話しました。
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2022年11月4日生まれ
迫町・中江
一也さんの長男

めんこのたまこの令恩
くん。元気に生まれて
きてくれてありがとう。
これからも元気に、優
しく、大きくなあれ。

2021年10月31日生まれ
中田町・浅部
大照さんの長男

私たち家族みんなを笑
顔で包んでくれてあり
がとう。大切な宝物だ
よ。

2020年10月11日生まれ
米山町・清水
裕太さんの長女

大好きなお兄ちゃんが
写真を撮ってくれまし
た。ずっと仲良しでい
てね。

2022年10月27日生まれ
中田町・仲町
歩さんの長男

笑顔がとってもかわい
い、いとくん。たくさん
のことを経験して元気
いっぱい成長してね。

　154㌢でO型です。
　東和町にある会社でプラスチック加

工の仕事をしています。産業高校で得た知識を生
かせると思い就職しました。今は、複数の部品を
接着する作業を担当していて、素早く正確に仕事
をこなせるように心がけています。これからも経
験を積んで、周りから頼られる人を目指していき
たいです。

　友人からは、はっきりした話し方
で元気な性格だと言われますね。

　地元の野球チームに所属
して、練習や試合をしています。ポジションはセ
カンドで守備が得意です。最近は苦手なバッティ
ングが上達できるように練習に励んでいます。

　お菓子作りが好きで、蒸しパンやカッ
プケーキを作って友人にプレゼントしています。
おいしそうに食べてもらえるとうれしいです。

　友人と一緒に北海道
へ行って、おいしいジンギスカンを食べたり、き
れいな夜景を眺めたりしたいです。

　おいしい水道水が飲め
ることや、アジサイなどの花で彩られた景観が多
く、毎日楽しく生活できるところが素晴らしいと
思います。

妻が近所に用事で来てい
て、一目ぼれしたんだよ。それか
ら勇気を出して思いを伝えたん
だ。

仕事が忙しくて大変だっ
た時も支えてくれて、頼もしい
性格だよ。

私とは真逆な性格だね。
大勢の人の前でも堂々としてい
て頼りになるよ。

言いたいことがあったら
ストレスを感じる前に、遠慮し
ないで言うことだね。

二人で旅行したり、家
族と団らんしたりして仲良く過
ごすことかな。

人とのつながりを大切に
しながら、趣味のパークゴルフ
とグラウンド・ゴルフを続けて、
健康で暮らしたいね。

二人で運動、生涯健康

人を救うことができる人に
　私の夢は、救急救命士になることです。きっ
かけは、祖父が消防士をしていたことでした。
小学生の頃の私は、祖父から消防士の仕事につ
いて話をよく聞いていました。「消防士は、人の
命を守る大切な仕事だ。助けた人だけではな
く、その人の大切な家族も守ることになる」と
言った言葉が今でも心の中に残っています。
　私は、人を助けるために努力している祖父
の姿に憧れ、中学１年生の頃から、人の役に立
ち、人の命を守る仕事をしたいと考えるよう
になり、救急救命士を目指しています。
　救急救命士になるためには、協調性を培う
ことが大切です。現在、コミュニケーション能
力を高めるため、ジュニアリーダーとして小
中学生と共にボランティア活動をしていま
す。祖父のように緊急の現場で人の命を救う
という、将来の夢の実現に向けて今できるこ
とに精一杯取り組み、成長していきたいです。

右のQRコードを読み込み、電子申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

まちづくり推進部まちづくり推進課（広報係）
☎ 0220（22）2147
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小
枝
や
木
材
な
ど
身
近
な
材
料

を
使
用
し
、造
形
作
家
と
親
子
が

共
同
で
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

８
月
26
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

前
庭（
雨
天
時
は
多
目
的
ホ
ー
ル
）

佐
藤
達さ

と
る

氏

無
料

親
子
20
組（
申
込
先
着
順
）

８
月
20
日（
日
）中

田

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
０
８
１

　　

神み

こ

し輿
祭
、手
踊
り
大
行
進
な
ど

の
催
事
が
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

す
。フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大

川
跡
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

８
月
５
日（
土
）午
前
９
時

〜
正
午

と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
遠
山
之
里
駐
車
場

高
校
生
以
上
２
千
円
、

小
中
学
生
千
円

※
小
学
生
の
乗
船
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す

15
人（
申
込
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り

市
教
育
委
員
会

と
よ

ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

　

令
和
４
年
度
に
市
指
定
お
よ
び

国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
文

化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
22
日（
土
）〜
９

月
24
日（
日
）

市
歴
史
博
物
館（
企
画
展

示
室
）

➊
伊
達
宗
重
筆「
武
蔵
野

図
」➋
大
内
家
文
書
➌「
旧
櫻
井
醸

造（
ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
）」建
造
物

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

北
上
川
を
舟
下
り
し
な
が
ら
、

脇
谷
洗あ

ら
い

堰ぜ
き

の
見
学
と
、市
内
の
河

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

を
除
く
）

８
月
７
日（
月
）〜
11

月
30
日（
木
）

建
設

部
住
宅
都
市
整
備
課（
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

市
内
で
創
業
を
目
指
す
人
や
創

業
後
間
も
な
い
人
、新
事
業
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
る
経
営
者
な
ど

を
対
象
に
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作

成
の
こ
つ
な
ど
、創
業
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

（
全
３
回
）を
開
催
し
ま
す
。

➊
８
月
26
日（
土
）➋
９
月

２
日（
土
）➌
９
月
９
日（
土
）／
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

登
米
中
央
商
工
会
館

創
業
の
心
構
え
、売
れ
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
、利
益
計

画
を
立
て
る
、事
業
計
画
書
の
作

成
、登
米
市
の
創
業
支
援
制
度
、創

業
者
向
け
融
資
制
度
、個
別
相
談

20
人無

料８
月
10
日（
木
）

▼
登
米
中
央
商
工
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

◉

簿
記
会
計
知
識
の
習

得
と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
基
礎

的
な
事
務
処
理
技
能
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

９
月
15
日（
金
）〜
12

月
14
日（
木
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
約

１
万
３
千
円（
受
講
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

８
月
10
日（
木
）

８
月
25
日（
金
）

◉

９
月
24
日（
日
）➊
午
前
10

時
〜
正
午
➋
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

訓
練
の
体
験
、入
学
選
考

の
説
明
な
ど自

動
車
整
備
科
、金
属

加
工
科
、木
工
科二次

元
コ
ー
ド
か
ら

　

地
震
へ
の
備
え
を
進
め
る
た

め
、市
は
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工

事
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。令
和
６
年
度
の
耐
震
改
修
工

事
助
成
事
業
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。詳
し
く
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
以
前
に
市

の
耐
震
診
断
助
成
事
業
を
実
施
し

た
人
で
、令
和
６
年
度
中
に
耐
震

改
修
工
事
を
希
望
す
る
人

仮
申
込
書
、施
工
予

定
業
者
な
ど
が
作
成
し
た
工
事
見

積
書（
耐
震
診
断
時
の
概
算
見
積

☎

会
で
は
佐
沼
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７
月
30
日（
日
）午
前
11
時

30
分
〜
午
後
８
時
30
分

※
豪
雨
の
場
合
は
花
火
打
ち
上
げ

の
み
８
月
６
日（
日
）に
延
期

迫
町
佐
沼
地
区（
一
市
・
八

日
町
通
り
他
）

登
米
市
佐
沼
夏
祭

り
実
行
委
員
会（
登
米
中
央
商
工

会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

９
月
３
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

大
嶽
山
交
流
広
場（
南
方

町
）

野
菜
の
収
穫
体
験
、防
災

調
理
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

18
〜
44
歳
の
人

千
円

20
人（
申
込
先
着
順
）

８
月
18
日（
金
）迫

公

民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

電
子
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◉

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
自
宅
で
学
べ
る
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
卒
業
し
た

い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
10
〜
90
代
の

幅
広
い
年
代
、職
業
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。心
理
学
、福
祉
、経
済

な
ど
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

１
科
目
１
万
１
千
円

※
入
学
金
は
別
途
か
か
り
ま
す

▼
第
１
回
＝
８
月
31

日（
木
）▼
第
２
回
＝
９
月
12
日

（
火
）

※
資
料
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

放
送

大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊏

◉

☎

㊌

◉

☎

㊎

◉

➊
➋ ☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊋

◉

☎

㊐

◉

☎

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定

免
除
）、納
付
猶
予
、学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納

め
た
人
と
比
べ
て
、老
齢
基
礎

年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た

め
に
、免
除
な
ど
の
期
間
の
保

険
料
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。追
納
は
、

古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間

は
、納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
が

で
き
ま
せ
ん
▼「
法
定
免
除
・
申

請
免
除
期
間
」が「
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
期
間
」よ
り
先

に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合

は
、ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め

る
か
選
択
で
き
ま
す

【

】

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」の
申
込
期
限
は
、９
月

30
日（
土
）で
す
。ま
だ
申
し
込
み

を
し
て
い
な
い
人
は
、早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
追
悼
し
、恒
久
的
な
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
18
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

▼
登
米
市
遺
族
会
加

入
者
＝
住
ま
い
の
町
域
に
あ
る
遺

族
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
▼
一
般
参
加
者
＝
８
月
４
日

（
金
）ま
で
、生
活
福
祉
課
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地
な

ど
の
遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や
有

害
鳥
獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な

ど
、周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

や
実
態
を
把
握
し
、農
地
の
違
反

転
用
を
防
い
で
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、市
内
全
域
で
農
地
利
用
状

況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、農
地
に
立
ち
入

り
、状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

夏
休
み
中
に
こ
ど
も
た
ち
が
水

遊
び
や
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
り
、

た
め
池
や
水
路
に
転
落
し
死
傷
す

る
事
故
が
、毎
年
の
よ
う
に
全
国

で
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
年
で
は
、高
齢
者
の
水

難
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、こ
ど

も
た
ち
が
た
め
池
や
水
路
で
遊
ば

な
い
よ
う
声
を
か
け
た
り
、高
齢

者
へ
の
注
意
喚
起
を
す
る
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
地
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、交
付
通
知
書
が
自
宅
に
届
い

た
人
は
、住
所
地
の
総
合
支
所
で

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。受
け
取
り
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。詳
し
く
は
、交
付
通
知

書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、令
和
５
年
２
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
て
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人
は
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。過
去
に
取
得
し

た
人
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
取
得
や
健
康
保
険
証
と

し
て
の
登
録
、公
金
受
取
口
座
の

登
録
に
よ
り
最
大
２
万
円
分
の
ポ

　

市
で
は
、未
来
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、計
画

期
間
の
延
長
を
主
と
す
る「
登
米

市
建
設
計
画
」の
変
更
を
実
施
し

ま
す
。変
更
に
当
た
り
、建
設
計
画

変
更
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

８
月
10
日（
木
）〜
９

月
11
日（
月
）

▼
登
米
市
建
設

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
登
米
市

建
設
計
画
変
更
新
旧
対
照
表
▼
財

政
計
画（
変
更
）に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、各
総
合
支

所
、各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼「
建
設
計
画
変
更

に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵

送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
様
式
は
自
由
）▼
住
所
、

氏
名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
、所
在

地
、名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

ま
ち
づ
く

り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死m
achizukuri@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

下田中53番地8 0220-23-8688
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農
業
協
同
組
合
本
店
／
普
通

０
０
０
０
６
４
４
／
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
道
支
援
寄
附
金
口
座
登
米

市
長
熊
谷
盛
廣
▼
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
／
０
０
１
５
０
―
４
―

５
１
５
６
８
６
／
登
米
市
ポ
ー
ラ

ン
ド
へ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援

金※
窓
口（
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
除
く
）で
の
通

常
振
込
の
場
合
は
手
数
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

※
受
け
付
け
た
寄
付
金
は
、駐
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
か
ら
紹
介
さ

れ
た
社
会
福
祉
法
人
福
田
会
の
寄

付
金
口
座
へ
送
金
し
ま
す

総
務
部
市
長
公
室

（
秘
書
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

　
　

　

大
卒
以
外
の
人
を
対
象
と
し
た

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

鑑
識
体
験
や
機
動
隊
車
両
の
展

示
、県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会

な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。ぜ

ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

８
月
５
日（
土
）午
前
９
時

〜
正
午

登
米
警
察
署

７
月
31
日（
月
）登

米

警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

市
は
、６
月
30
日
ま
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
共
和
国
に
対
す
る
人
道
支
援

寄
付
金
口
座
を
開
設
し
て
い
ま
し

た
が
、戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
避
難
民
に
対
す

る
支
援
が
引
き
続
き
必
要
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、避
難
民
を
支

援
す
る
た
め
、口
座
開
設
期
間
を

延
長
し
ま
す
。12

月
29
日（
金
）

▼
み
や
ぎ
登
米

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和５年６月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,683 9,422 9,893 19,315 （17）

登米 1,738 2,099 2,302 4,401 （▲4）

東和 2,222 2,748 2,807 5,555 （0）

中田 5,296 7,388 7,617 15,005 （▲27）

豊里 2,148 3,032 3,060 6,092 （▲9）

米山 2,795 4,104 4,182 8,286 （▲24）

石越 1,512 2,172 2,168 4,340 （▲9）

南方 2,731 3,915 4,109 8,024 （▲10）

津山 1,112 1,381 1,519 2,900 （▲3）

合計 27,237 36,261 37,657 73,918 （▲69）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

県内では６月以降、死亡事故が連続して発生しています。
夏季は、「ぼんやり運転」による交通事故が増加します。
適度な緊張感とゆとりを持った運転を心がけましょう。

（令和５年６月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 55件 48件 7件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 63人 53人 10人

物損事故
発生件数 583件 607件 ▲24件

※Ｒ5年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

　

県
は
、性
暴
力
に
悩
む
人
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
る「
性
暴
力

被
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
宮
城
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー

で
は
、電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談

の
他
、警
察
や
医
療
機
関
な
ど
へ

の
付
き
添
い
、被
害
に
伴
う
受
診

費
用
の
助
成
な
ど
、希
望
に
応
じ

て
支
援
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０（
５
５
６
）４
６
０

※
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午

後
８
時
、土
曜
日
＝
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
時
間
外
は
、国
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す

県
環
境
生
活
部
共

同
参
画
社
会
推
進
課（
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
６
７

　

就
職
や
仕
事
に
関
す
る
悩
み
を

相
談
し
ま
せ
ん
か
。

月
〜
金
曜
日
／
午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
要
電
話
予
約
）

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
大
崎
市
古
川
）

15
〜
49
歳
の
無
職
の

人
、そ
の
家
族

み
や
ぎ
北
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。

➊
８
月
８
日（
火
）➋
22
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
石
越
公
民
館
➋
津
山
公

民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

８
月
25
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開
発
健け

ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
22
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
要
否
相

談
会
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
後
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

➊
８
月
24
日（
木
）➋
29
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
４
時

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

◉
　

共
通
商
品
券「
と
め
っ
こ
マ

ネ
ー
」の
発
行
お
よ
び
利
用
を
終

了
し
ま
す
。お
持
ち
の
商
品
券

（
５
０
０
円
・
千
円
）は
忘
れ
ず
に

利
用
く
だ
さ
い
。８

月
31
日（
木
）

９
月
15
日（
金
）

◉
　

商
品
券
の
発
行
・
利
用
終
了
に

伴
い
、「
お
楽
し
み
抽
選
会
」は
次

回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。忘
れ

ず
に
応
募
く
だ
さ
い
。

９
月
15
日（
金
）

９
月
末
予
定

※
賞
品
内
容
は
当
選
者
へ
、は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

登
米
市
振
興
協
同

組
合（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

小
学
校
新
一
年
生
用
・
交
通
安
全

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
５
２
０
枚（
５

月
12
日
）

●
佐
藤
荒
物
店
様
、株
式
会
社
清

建
様
／
市
内
保
育
所
、幼
稚
園

お
よ
び
小
、中
学
校
用
・
除
菌
剤

１
８
０
ケ
ー
ス（
５
月
12
日
）

●
登
米
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
協
会
様
／
迫
大
東
公
園
用
・

倉
庫
１
棟（
５
月
15
日
）

●
市
内
在
住
個
人（
匿
名
）様
／

中
田
町
域
内
小
学
校
用
・
雑
巾

１
７
０
枚（
５
月
15
日
）

●
有
限
会
社
及
川
商
会
様
／
軽
自

動
車
１
台（
５
月
18
日
）

●
佐
沼
小
学
校
同
窓
会
様
／
校
旗

一
式

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１　

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
５
月
受
納
）

●
小
野
寺
章
様
／
故
・
石
ノ
森
章

太
郎
先
生
の
遺
品
、美
術
品
な
ど

計
10
点（
５
月
２
日
）

●
株
式
会
社
只
野
組
様
／
豊
里
こ

ど
も
園
用
・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
１
台
、イ
ス
１
脚（
５
月
８
日
）

●
佐
々
木
幸
司
様
／
加
賀
野
小
学

校
用
➊
梅
の
苗
木
６
本
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
環
境
整
備
➋
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
６
台
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
ス

タ
ン
ド
２
脚
➌
保
健
室
用
テ
ー
ブ

ル
１
台（
５
月
10
日
）

●
登
米
市
バ
ス
協
議
会
様
／
市
内

　

全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相

談
」強
化
週
間
期
間
中
、時
間
を
延

長
し
て
電
話
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。学
校
で

の「
い
じ
め
・
体
罰
」や
家
庭
内
で

の「
児
童
虐
待
」な
ど
、こ
ど
も
を

巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
は
不
要

で
す
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

８
月
23
日（
水
）〜
29
日

（
火
）／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
・
日
曜
日
は
、午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▶
▶
▶

▶
▶
▶

☎



編

集

後

記

▼
中
総
体
で
奮
闘
す
る
中
学
生

の
姿
に
感
動
。私
は
野
球
を
し

て
い
ま
し
た
が
、当
時
は
水
分

補
給
が
制
限
さ
れ
、練
習
も
厳

し
く
て
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
数
知
れ
ず
。そ
う
思
っ
て

い
て
も
、も
う
終
わ
り
だ
と
思

う
と
寂
し
く
な
っ
て
、振
り
返

る
と
楽
し
か
っ
た
と
さ
え
感
じ

る
か
ら
不
思
議
で
す
。そ
れ
が

青
春
っ
て
や
つ
か
。（
高
橋
）

▼
私
は
英
語
が
苦
手
で
す
。海

外
か
ら
の
青
少
年
訪
問
団
を
取

材
中
、高
校
生
が
英
語
で
交
流

し
て
い
る
姿
に
感
心
。私
も
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
の
で
す

が
、言
葉
が
出
な
く
て
何
と
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ

う
と
勢
い
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。思
い
返
す
と

変
な
動
き
を
し
て
い
た
と
反
省

し
て
い
ま
す
。（
木
戸
浦
）

▼
夏
で
す
。楽
し
く
お
過
ご
し

で
す
か
。じ
め
じ
め
、イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
ま
せ
ん
か
。深
呼
吸
を

す
る
、運
動
す
る
、音
楽
を
聴

く
、好
き
な
映
画
を
見
る
、辛
い

も
の
を
食
べ
る
、友
達
と
会
っ

て
話
す
、旅
行
す
る
。皆
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
何
で
す

か
。私
は
、専
ら
お
酒
を
飲
み
に

行
く
こ
と
で
す
。（
渡
邊
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le

　「陶芸は、焼きあがるまでどんな姿になるか分か
りません。同じ素材や染料を使っても、イメージし
ていたものよりいい色が出て想像を超えることが
あるんです」と奥深さを語る鈴木さん。自身が米山
町に構えた陶芸工房「日高見窯」で作品を制作。落
ち着いた色合いと柔らかな輪郭の作風は人の心を
和ませている。
　鈴木さんが陶芸家を志したのは18歳の時。旅行
で訪れた沖縄県でシーサーの力強い姿に心を奪わ
れたことをきっかけに沖縄県の工房で修業。陶芸
を学ぶうちに「いつか自分の工房を持ちたい」と憧
れを抱くようになった。その後、栃木県の工房で益
子焼を学び、さらなる表現力と技術を身に付けた。
　自分の持つ技術を生まれ育った登米市のため

に役立てたいと2004年に帰郷。少しでも地域に
貢献したいという思いから、登米市で採れた粘土
などを積極的に使用している。「地元の素材を使う
と、優しい雰囲気の作品に仕上がるんです。現在は
飲食店と連携して器と食材の地産地消に取り組ん
でいます」と笑顔を見せる。
　「以前、陶芸教室に参加した児童の保護者が、『こ
どもが自分で作った器を使ったら、好き嫌いなく
食べるようになった』と話していたんです。これか
らは食育につながるような取り組みをしていけた
ら」と新たな試みに意欲を見せる。「これからも作
品を作りながら、登米市の魅力を発信していきた
いです」鈴木さんの地域の活気を形作る活動は続
いていく。
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